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フェムト秒パルスレーザーを用いたレーザーアブレーションは、熱の影響を回避した精密な加

工が可能であることから、次世代の加工技術として注目されている。一方でその超高速ダイナミ

クスやアブレーションメカニズムはクーロン爆発や熱蒸発等いくつか提案されており、加工精度

や加工量を制御するためにも、その初期過程を理解することが望まれている。そこで本研究では

光励起直後に放出される電子やイオンなどのダイナミクスを可視化するために、表面電荷分布の

時間変化から放出されるテラヘルツ波を観測した。レーザーアブレーション過程では、レーザー

を照射するごとに表面形状が変化するため、レー

ザー１パルスで波形を検出することのできる反

射型エシェロンを用いた高感度シングルショッ

ト波形計測技術を利用した[1]。 

実験では、パルス幅 100 fs、繰り返し周波数 10 

Hz、出力 600 mW の Ti:sapphire 再生増幅レーザ

ーを用いた。図は様々なフルエンスにおいて観測

された放出テラヘルツ波の電場波形である。100

パルスから 1000 パルスの平均波形を計測した。

図を見ると明らかなように、フルエンスによって

観測される電場波形が異なっており、放射メカニ

ズムが変化していることが示唆される。実際にレ

ーザーアブレーションが起こり始める 0.1 J/cm2

以上では、波形は sin 型へと変化し、その位相変

化から、テラヘルツ波形が試料表面からの電子・

イオン放出による電荷分離過程を反映している

ものと考えられる。詳細は当日報告する。 

[1] G. Asai et al., Opt. Exp. 29, 3515 (2021). 
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Figure: Terahertz waveforms emitted from a Cu plate at 
different pump fluences. The laser-induced ablation 
occurs above the 0.1 J/cm2 fluence. The waveforms are 
averaged over the indicated number of pulses. 
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